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教育実習に お け る実践的能力の 学習過 程 に 関す る事例研 究

一 正 統的周辺参加理論を手が か りと して
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本啓紀 （広島大 学大学院）

は じめに

　本発表で は、 「発問」 とい う授業技術を事

例 として、教育実習生 が実践的能力を実習現

場で の 相互作用 を通 じて 学習する過 程 の 分

析を試み る 。

　本発表 の 焦点 は、実習生 の 実践 的能力の社

会的学習過程に 関する分析 に ある 。 した が っ

て 、 本研究で は、所与の 実践 的能力が どの よ

うに共有 されて い くの かを 、 相互作用の レベ

ル における社会的学習の 内容 と 、 そ の 学習資

源の 配置状況か ら捉え直す こ とを 目指 して

い る 。

　分析の 基礎とな るデータは 、 4 年来継続 し

て い る教育実 習の フ ィ
ール ドワ

ー
ク に よ っ

て得 られた もの で ある 。 ある大学の 附属学校

の 協力を得て 、初等教育段階で は 5週 間、中

等教育段階で は 2 週 間の 教育実習 に、観察者

と して参加 し 、 実習活動の状況 や 実習指導等

そ こ で の 相互行 為を観察 した 。

　学校現場で の フ ィ
ール ドワ

ー
クには、調査

の制約が少な くない 。 本研究で も、録音の 不

許可などもあり 、 正 確な デー
タの 記録が終始

一貫 して 可能で あ っ た わ けで はない 。
こ の 点

は本研究の 限界で あるが 、 で きうるか ぎ り忠

実 に フ ィ
ール ドノ

ー
ツ に記録 した 。

分析の枠組み

「正統的周辺参加」と して の 教育実習

　こ こ で 参考にするの は、　 レイ ヴ（Lave，」．）
らを中心 に した 「状況学習理論」と呼ばれる

主張 の 中心 にある 、 「正統的周辺 参加」とい

う視角 で あ る（レイ ヴ ＆ ウ ェ ン ガ
ー

訳 書、

1993）。 そ こ で は学習 の状況規定性が重視 さ

れ 、 職務遂行能力（知識 ・技術）の 習得を実践

共 同体 の 活動 へ の 参加 を通 して 行わ れ る も

の と見なす 。

　 こ の 学習の 捉 え方 の 大 きな 特徴 は以下 の

諸点で ある。 第一
に 、 学習が実践共同体の 活

動に 実際 に従事する 中で行わ れ る こ と（参加）、

第二 に 、従 っ て学習 者は そ の 活動に公式に 関

わ っ て い る（正 統性）。第三 に 、 しか しそ の 従

事形態は 、 例えば初任者が担当す る業務が簡

単な もの に限定 されるように 、 実践 の
一

部 に

限定 されて い る（周辺 性）。

　学習の 進展は、この参加形態が、参加す る

実践 共 同体 の 構 造 的制 約 の も と 、 周 辺 的

（perlpheral）なもの か ら十全的（full）な もの へ

と移行する過程 と して 捉 え られ る。そ してそ

の 過 程 を通 じ、学習者の ア イデ ン テ ィ テ ィ は、

知 的 ス キ ル （knowledgeable 　sklll）の 獲得 を伴

っ て構築される と考え られて い る 。

　教育実習生は 、 実習活動の 中で 実際に教育

活動に従事す る（正 統的）が、それ は 「教生」

とい う形を取 っ て い る（周辺性）。 この点で 、

実習 の 過程 を実習校 の 実践へ と参加 して い

く過 程 と考え る こ とがで きる。

　ま た、教育実習は 、 実習指導の 内容が 意図

的に構成されて い る程度に 関わ らず 、実習活

動を通 じて 、 実習生をそ こ で の 「正 しい 実践」

へ 参加 さ せ て い くとい う規範 的な 側面 に 関

係 して い る 。 正 統 的周辺参加理論は、職務遂

行能力 とそ れ に 関わ る思 考様式が再生産 さ

れて い る こ と に 着 目して い る点で 、教育実習

に おける教師文化 の 再生産過程 を捉え る こ

とがで きる可能性が ある 。

　 したが っ て 、学習が行われる場の 状況や、

学習者 が 実践共同体 へ 参加す る形 態を分析

視野 に入 れて い る正 統的周辺参加理論 を教

育実習研究 に適用する こ とは、有意義だ と思

われ る 。

「発問」を 「語 る」こ とに よる参加

　具 体的に 、 本発表で は 、 実習生 が ど の よ う

に 「発問」 とい う授業技術を 「語 る」ように

なるの かに着 目す る。 そ の 理 由は、レイ ヴ ら

によれば、 実践に つ い ての 「語 り」を学ぶ こ

とが 、 新参者の 学習、すわなち、正 統的周辺

参加 の 鍵となるか らであ る（前掲書、95 頁）。

　正統的周辺参加に おい て、参加 の 対象とな

る実践共同体 とは 、 特定の 実態を持 っ たグル

ープや社会組織で は な く、 ある種 の 行為 や実

践 と見な される べ き もの で ある。 実践共 同体

へ の 参加は、そ の 行為や実践を成員間で 相互

に可視化 し、組織化する中で実現 され る もの

で ある 。
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　 つ ま り、実践共 同体 へ の 参加は、そ こ に埋

め込 まれ た実践体系 とい う文化的所産を、そ

の 成員相互 が理 解可能な形で 、 さ らに は社会

的 に観察 可能な 形で 、 「語 る」こ とが で きる

か どうか にかか っ て い る の で ある 。

　 そ の 「語 り」を通 じて 、 新参者はそ の 共 同

体 に 参加 し 、 そ の 成員 とな る 。 そ して 、 そ の

「語 り」を続ける こ とで 、実践共同体 とそれ

以外の 境界を明確化 し、成員で あ り続ける 。

正統 的周辺 参加に おい て は 、 十全的参加者 と

して いかに 「詒 る」か とい う点が重要な ので

あ る。

　 こ の 視点は 、 教育実習生 が実践的能力を学

習 して い く過 程 を考え る場合 に も有益 で あ

ろ う。 つ ま り、実習 活動の 中で 、彼 らは 「発

問」 と い う授業技術を どの ように 「語 る」 こ

とで 、そ の 実践共同体 の 十全 的参加者 とな る

の か 。 さ らに、そ こ に実習活動に おける相互

作用 は どう関 係 して い る の か とい う問題で

ある。本発表は、こ の ような視角か ら事例を

分析 した考察結果を述 べ る もので ある 。

事例研究

＊ 実習が始 ま っ た 頃の 実習生

口 発問の仕 方が で きて い な くて 、自分が期待

して い る答が返 っ て きませんで した 。

口（授業者に 対 して）発問で 生徒の 反応がなか

なかな くて 、 質問の 仕方 を工夫 した らも っ と

よ くな る と思 い ます 。 発 問の 仕方 とか声 もよ

く出て 、生徒か らの 引き出し方とかが うまい

と思 い ま した 。

ロ イ ス ラ ム 世界 には い る とこ ろで 、 ち ょ っ と

導入的なとこ ろで やろうとしたん で す けど 、

イ ス ラ ム 教の 国が ど こ か と聞い た とき 、 思 っ

た通 りに 生 徒か ら答が 返 っ て こ なか っ た の

で、（考え方が）甘か っ た の か と…。

口発問 の 仕方の こ となんで す けど、頭で考え

て い た こ とが全体 的に うま く表現 で きて い

なか っ た 。 発問を されて 生徒が 困 っ て い る

様子がみ られ た の で、発間の仕方が悪 か っ た

の か な と思 い ま した 。

＊ 教員 の指導例

口生徒の 反応が ない とい うこ とやけど、 全部

答え て もらわな い と気が 済み ません か 。 全部

答え させ よ うと思 っ て い る の か と い う こ と

や な。わか るか。言 い た い の はな 、 これを考

えて くだ さい とい うこ とを提示す る発 問と

使い 分けな い と い けな い と言 うこ とや 。 発問
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し 、 答え させ る 、 発問 し 、 考 え させ る、発問

し、確認する
…

い ろ い ろある わ けや 。

口発問をどう考える の か 。 すべ て子 ど もが 答

え る必要 はな い で す 。 発問と い うの は 、 思考

の 道筋み たい な もの 。こ こ で は
…

番、最終的

に は何が確認 され ない と い けな い の か と い

うの か ら（発問を）考 える。

＊ 実習期間が 終わる頃の 実習生

口た とえ ば、た だ語句を答え させ る発問は あ

ま り必要 な い ん じ ゃ ない か な っ て い う感 じ

で 。 や っ ぱ、もっ と考え させ る発問、どうな

っ て行 くん だろ うかとか…。

口子 ども達の 思考回路の 中で 、ど っ か で発問

が で きた ら良い な…と思 うん で すけど 、 発問

が 総合化 され る っ て い うか
…、発問の つ な が

りを考え始めま したね。や っ ぱ り、単発的な

もん じ ゃ な く っ て 、 これ と こ れ と こ れ と こ れ

の 発 問を した ら、 こ うい う結論が 出て くるよ

っ て い う感 じで 。

口子 ど もの 思考 の 手助 けに な らない とい け

ない、と（指導教員は）言われて い た と思 うん

です けど、（最初 は）全然、そ うい っ た の を意

識 して なか っ た の で 、

…事実を持ち出 して く

るよ うな質問の 方が多か っ た 。

　実習が始 ま っ た頃の 実習生 は、 「発 問」に

関 して 、 生徒が 「自分が期待 した答」を返す

か どうか 、 とい う観点か ら語 っ て い るようで

あ る 。

　実習活動を経る と、実習生たちは、 「思考

の 手助 け」にな る こ とや 「考え させ る」こ と

を重視 して 「発問」 につ い て語 っ て い る 。

　そ の 語 りの 変化か ら、 当初 は単 に答えを返

す存在 と して しか見 て い な か っ た 生 徒の 存

在は 、 「発問」を通 して 思 考を促す対象 と変

化 した こ とが うか がえ る 。

　また、教員の 指導に おける語 りとこ の 変化

を比較すれば 、 実習生の 語 りは教員の 語 りと

ほぼ等 しくな っ て い るこ とが見て とれ る。

（事例の 詳細 と さ ら なる考察 の結 果は 当 日

の 発 表資料に譲 ります）
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